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2017. 8. 30. セッション「学術研究プロジェクト創成へのアプローチ」 
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長崎大学は多様な領域の研究者が集う総合大学 

９学部 

附属研究所 
海外教育研究拠点 

教育学研究科    経済学研究科  工学研究科 
水産・環境科学総合研究科  医歯薬学総合研究科 
熱帯医学・グロバールヘルス研究科 

多文化社会学部  教育学部  経済学部   
環境学部       水産学部   
医学部        歯学部     薬学部  工学部     

熱帯医学研究所  原爆後障害医療研究所 
熱帯医学研究所ケニアプロジェクト拠点 
熱帯医学研究所ベトナム拠点 

６研究科 

人文社会系の
分野横断的 

再編 

水産科学と 
環境科学の 

融合 

多文化 
社会学部 
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多様な研究から新たな研究の創出への期待 

長崎大学第3期重点研究7課題 

長崎大学研究ポートフォリオ （2012～2016） 

横軸：論文数に関する指標、 縦軸：分野での重要度に関する指標。 
2017年7月作成。InCites利用。 

全学の研究者を活性化し 
新たな学際研究アイデアを生み出す土壌づくり 

長崎大学第3期中期目標【７】  

• 世界に貢献する新たな強み領域を創生し、総合大学として日本をリードする研究力を格段に向上させる。 

中期計画【７－２抜粋】 

• 新たな強み・特色となる研究分野を醸成するため、発展の期待できる研究課題や若手研究グループを公募により選定し、

重点研究として学長裁量経費による支援を行う。 

新たな研究を創出するために、 
第１～４象限の全領域の活性化・連携が必要 

第１象限内の研究領域に集中 

新たな研究チームの形成 
学際研究プロジェクトの創出 
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部局間共著論文数マトリクス 

学内の分野間の連携状況 

• 他の教員が何を研究しているか、 知る機会が皆無。 

• 突然「共同研究を提案しろ」というのは困難。 

• 新学術領域やCREST・さきがけは、  自分の出せる領域がどんどん少なくなる。  

異分野の研究者の交流機会が滅多にない 

2011～2015 Web of Science 

研究者の声 
水産・環境科学総合
研究科として融合を
標榜しているが…. 
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一歩踏み出す難しさ 

分野が非常に近いと見えても、 
流儀や行動パターン、しきたりや言葉さえも異なることが多い。 

1. cm-1の読み方：有機化学や有機金属化学ではごく最近までカイザー、他の化学分野ではwavenumber 
2. 論文の数え方：物理や化学では「報」、機械や電気では「本」 
3. 研究単位の呼び方：医学では「教室」、理工学関係では「研究室」 
4. 討論会の服装：工学部の人が入ると背広、理学部関係だけだと普段着 
5. duplicate publicationを反倫理とする捉え方の温度差 

分野間の相互理解の難しさ 

閉ざされた環境に置かれた研究者へ： 
交流の機会を創ろう。 研究交流の気運を高めよう。 

研究分野の細分化、閉鎖化 

例 

頭脳交流ミーティングでの呼び掛け 
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新たな学際研究アイデアを生み出すためのURAの提案 

長崎大学頭脳交流ミーティング 

○ 覗き見 

○ 話をして相互理解、刺激し合う 

○ 研究の下調べを、壁なく共同してできる気運を高める 

○ 実際に研究で助け合う 

○ 新しい研究の芽が出る 

 有志の研究者が一堂に集まり、自らの研究発表を行うととも
に異分野の研究者とデイスカッションすることで知見を深め、
新しいアイデアの発掘や将来の共同研究の芽を期待する。 

一つの考えに凝り固まらないように導きたい！ 
そのため、「研究者の教養」としての異分野交流も重要。 
波及効果：柔軟な思考を養う、多分野の視点から研究を磨く 

狙い 
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年に１回、４年連続開催しました！ 

H24 
年度 

H25 
年度 

H26 
年度 

H27 
年度 
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長崎大学頭脳交流ミーティングの特徴① 

バスで会場へ向かう参加者 

日常の居場所である大学 
（研究室）から離れた場所で開催 

泊まり込みの集会。 
時間を気にせず交流を楽しむ 

温泉あり 
入浴は色々話をするチャンス 

ベビーシッターを毎回配置! 

女性研究者・家族連れも積極的に参加 

週末1泊2日or週末の1日、30～40人参加 
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長崎大学頭脳交流ミーティングの特徴② 

学長、理事が 
毎回ほぼフルタイム参加 

教職員と膝を交えて話し合う 

• 学長及び理事に、好き勝手に意見を言える場だったのが
よかった。 

• 学長の思いを知ることができた。 

• 国立大学の目指す研究や教育の方針が少し見えた。 

• バスの中で学長の隣に座れてたくさんの話ができた。 

• ざっくばらんに学長・理事に異分野交流を進めるための
具体的なアイデアをぶつかる時間を増やしてほしい。 

参加者アンケート回答抜粋 

執行部との交流 学長 

理事 



  ほぼすべての部局から参加者。 
  第1回：42人 
  第2～4回：30人程度（スタッフを除く） 

 
 
 

多様な参加者のための周到な準備 
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長崎大学頭脳交流ミーティングの特徴③ 

• 長崎大学の若手の人とその研究を知ることができたの
が大きな収穫 

• 研究熱心な方が多く、自分自身のモチべーションアッ
プにつながった 

• 研究者としての方向性を再考し、迷いも感じていた頃
だったので、多くの先生方から非常に多くの有難い助
言・示唆を頂けたのが大きかった。 

• 他学部・研究科の雰囲気の把握、他教員とのざっくば
らんの情報交換ができて良かった。 

• 議論において分け隔なく、可能性を秘めた意義のある
会だった。 

参加者アンケート回答抜粋 

多様な参加者 

URAの役割 



参加者アンケート回答抜粋 
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長崎大学頭脳交流ミーティングの特徴④ 

参加者の研究内容、研究についての悩み、共同研究の呼びかけ、趣味や楽し
かったことなどなど、提供してくれた情報をまとめた資料集を毎回作成。 
何回読んでもまた読みたくなる。結構面白くて楽しい資料集。 

• 長崎大学の学部横断的、学際的な取組のために非常に良い機会。来年以降も続けてほしい。 
• 通常の研究の枠組みでは行えない研究・調査・交流活動活発化へ期待 
• 人数的にも、このぐらいの規模ではないと、みんな色々話すことができない。 
• あのプレゼンのお陰か、非常に多くの先生方にお声掛けいただき、長崎大学の良さを再認識した。 
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長崎大学頭脳交流ミーティングのプログラムの一例 

ショートプレゼンテーション 
（2min/人）で面白く 

ポスター交流 研究紹介・実演 

いつも大いに盛り上がる 
学長・理事との会話時間 

学内異分野連携研究 
事例紹介 

グループワークは 
毎回異なるテーマ 

内容を固定せず、模索しながら常に進化させてきた。 
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メインテーマ 

グループメンバーが異なる考え方・手段・理論解析などを連携すれ
ば、どのような面白い研究ができるか、意外性があふれる大胆な
研究提案がされた。「瞠目に値する」、「興味深い」、「平凡である」
の3段階で審査され、最も高い得点の提案が学長から表彰された。 

第1回 「地球温暖化への適応策」 
（学長の出題） 

工学、経済、水産、環境、
熱帯医学などなどあらゆる
アプローチと連携の可能性
について議論・発表 

第2回 「科研費」 

・科研特設分野に関する議論 
・調書の相互ブラッシュアップ 
・書き方レクチャ 

第3回 「発想を楽しもう」  第4回 「若手WGとの交流」  

• 総合研究センター（仮称）設置構想 
• 教職員に向けたマネジメント力の組織的教育構想 
• 学術大会構想 
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頭脳交流ミーテイングの意義  

頭脳交流ミーテイングの意義とは？（参加者アンケート回答とURAの考えの一致した点） 

○ 異分野への好奇心、学際研究を創出する意欲の増進 

○ 異分野を理解するための柔軟な思考の形成 

○ 自分を磨く、自分の研究を磨く機会の獲得 

○ 部局間の研究者が壁なく議論する雰囲気の醸成 

○ 研究に新しい展開の契機 

一方、 
常に目に見える成果について聞かれる。 
「異分野連携研究が何件生まれたか？」 

研究の活性化・新しいアイデアの誕生 
学際研究の萌芽 

9割以上の参加者が 
継続希望 

十年樹木 
百年樹人 
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期待されるURAの役割 

○ URAのファシリテーションスキル 
質の高いブレイン・ストーミングを誘導することが重要になる場合もある。 

期待されるURAの役割 

○ 日々の研究者とのコミュニケーション 

• 頭脳交流ミーティングの時は異分野交流が盛り上がるが、終了後により具体的なマッチングを進める仕組みがあった方が
いい。地元企業の参加も呼び掛けて見たら？ 

• 個人的には、他教員と話をする機会と同時にURAの方と話をする時間が有用に感じた。 
   URAに是非研究の架け橋になって欲しい。 
• イベントの最後は具体的に部局ごとの集団がどんな異分野交流の糸口をつかみ、それを組織として進めたいかを発表する

方が、その場限りの異分野研究課題の提案より有意義だと考える。 

○ 参加者の要望、考えの抽出・統合・プログラムへの反映 

○ プロジェクト支援、外部資金獲得支援との連動   

○ 学内外の研究支援人材との連携 

参加者アンケート回答抜粋 

○ 大学の研究を俯瞰的に見る力。あらゆる分野の研究を理解する力 

役に立ったURAのスキル 

○ マッチング 
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今後の構想  

○ 特定のキーワード、分野、テーマに特化 
  （例えば、ある分野について、該分野からの期待、異分野側の期待、大学の方針、国家の要請について語り合う。） 

○ 年に複数開催 
○ 参加者を学内研究者から、学生・学外へ拡大 

  「ｎ大学頭脳交流ミーテイング」 
  まずは、2～3大学から。 

• 「文理融合」や「異分野交流」は目的ではなく方法だ。したがって、何らかの「課題」があって、そこに少しでも関しそう
な分野の研究者が一堂に会して、というスタンスが良いと思う。 

• 何かのプロジェクトの立ち上げから、解決策の検討、政策立案という流れの中に文系と理系の研究者を位置付けるような形
で一緒に考えられれば面白そうだ。 

• 参加者の分野が違いすぎるので、ポスターセッションがあまり機能していない。ショートプレゼン２分に質疑を３分程度入
れた方が効果的かもしれない。 

• もう少し狭い学問領域での交流の方が、共同研究は生まれやすいと思う。 
• 年２回開催し、その内の一つは文系特化型を試験的に開催するのは如何？文理融合型の方が望ましいが、文系をどうあるべ

きかを考える、また、文系同士の連携も生まれるかもしれない。 

「頭脳交流カフェ」構想 

参加者アンケート回答抜粋 

その他参加者からの要望：異分野研究室訪問、学内のみ検索可能なデータベース、などなど 
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出島に寄せし 新潮に 
文化の窓を ひらきたる 

ご清聴 
ありがとうございました！ 
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